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ベストセラー『女性の品格』から
10年を経て、
今日本では国家の成長戦略の一つとして「女性の活躍推進」が重要項目として盛り込まれるなど、働く女性を取り巻く状況は新 いステージに入っている。著者はこれを「働く女性
4.0時代」と名付
けている。第
1ステージは母性保護の時代、第
2
ステージは差別撤廃の時代、第
3ステージはワー
クライフバランスの時代とし、今始まりつつある第
4ステージ、すなわち
4.0時代とは、両立支援だ
けでなく「女性の能力・適正を活かすことを企業の経営戦略として位置付ける」時代であるとしている。少子高齢化によって仕事に全力投球できる男性労働者の数は減っており、同質的な職場が強みを発揮した製造業中心の時代は去りつつある。このような中、本著では、女性が思い切っ ビジネス社会で「一歩」を踏み出すことができれば、仕事と人生が劇的に楽 いも になると述べている。
　『女性の品格』では「女性の良い面を職場に持ち込む」ことで日本全体がよりよい社会になると述べられていた。本書ではそこからさらに一歩踏み出し、多様な能力 価値観、生活体験を持つ多様な人たちを活かすダイバーシティ経営が求めれている今は、 「女性自身も時代に対応し変わっていく必要がある」と説いている。つまり これまでの「いい子願望」を乗り越え女性リ ダーを目指すこと、組織を動かす管理職として新しい視点を持って働くこと、未熟な部下を育 るなど新しい「働く女性像」を目指すべくマインドセットを変えることが必要である している。本書はこうしたメッセージに基づき、実践的 ノウハウが組み込まれたキャリア論とし 構成され　これまでの女性活躍に関わる著書のほとんどは
経営側、政策側の見地から考えられたものが多く、女性自身の意識改革 必要性を説くものはほとん
ど見られない。それだけに、本書の意義は大変大きい。また書評子自身も
10年前の『女性の品格』
同様、本書か 多くの学びを与えられ、働く女性として奮い立たせられたこと まず述べておきたい。　
各章の内容をごく簡単に紹介していきたい。第1章では、これから管理職を目指す女性たちへ
13
のアドバイスがされて る。雇用形態にかかわらず組織で働いた経験のある女性であ ば、誰で身に覚え あるような鋭い指摘が続く。私が特心に響いたのは「ロールモデルに固執しない」というアドバイスである。働く女性にとってメンターやロールモデルの重要性は近年特に強調されており、均等法世代において期待されたよりロールモデルが育成されなかったことの反省をも 、多くの企業 その育成に力を注 でいるが、まだまだ不足しているのが現状である。実際に私自身も、身近に女性のロールモデルがな ことから、育児と仕事に憔悴 た時期は弱気になりキャリアの断念を考えた経験があ 。しかし「特定ロールモデルを求めるのではなく 自分の能力、気質、家庭環境、置かれた立場からいろんな先輩の長所、うまいやり方 学ぶのがよいのではなか」 「多くのロールモデルの良いところ 少しずつ学びたいものです」という言葉に、む ろべったり特定のロールモデルに入れ込むのは 未熟
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するのも人情です。しかしいやいや権利を与えるのではなく、快く行使してもらうほうが、お互いにハッピーです」 。 権利を与え れた側だけでなく、与える側もマインドセットを変える時期に来ていることに気付かされる。　
また、今日の女性活躍への追い風が、一過性の
ムーブメントや企業による社会貢献活動の一つとして終わっては意味がない。本書 提唱する「脱いい子」かつ「共感力」を持つリーダーによって女性が「本当の意味での活躍」をすることで 組織のダイバーシティやジョブ型への働き方のシフトが促進され、それこそがこれからの新しい日本の未来を築いていく道なのだという が著者メッセージであるように私には受け止められた。　
女性だけでなく、男性にも多くの学びがあり、
読みやすく書かれている一方で大変多くの示唆に富む。一読をお勧めした 。
（しみず
　
なおみ
　　
福祉社会学科）
四年の「資生堂ショック」だった。美容部員を対象に、育休中でも夜間までの遅番や土日勤務に入ることを促すとし、 「女性に優しい会社」のトップランナーとして評判を築いてきた資生堂が、なぜここにきて厳しい態度に転じたのかと話題になった。 れ は「マミートラック問題」や「ぶら下がり社員問題」などが内在しており、 「女性活躍の限界」と捉える見方や、今後は資生堂のみならず日本の女性雇用全体の問題として顕在化するのではないかと一部マスコミでは報じられた。しかしこうした問題 解決に向けて ヒントも、本書には多く詰まっているよう 感じられた。まさに今、働く女性自身が意識を変えていく時期に来ているのではないかと改め 考えさせられた。　
10年前の『女性の品格』では、このような記述
があった。 「育児休業は私たちの権利ですと正論を言うと、人の気持ちを逆 でします。個人の生き方としては 自分の権利 振り回すより、皆さんのお陰でという感謝を表しながら黙って実力を蓄え、一目置かれる存在になるほう 、スムーズに運びます」 。そ て本書では、リーダーと てのマインドセットを以下のよ に説 ている。 「つて若い時に育児で苦労した女性管理職の立場からすると、育休を「権利」と捉える若い社員たちによってその「権利」を振り回されればムカッと
の表れだったことに気付かされる。先輩がいてもいなくても、今は新しい女性の働き方が始まっているのだ。　
第
2章では、管理職、特に部下を持つ立場にな
ったら心得ておくべきこと、 「良いリーダー」になるためのアドバイスが続く。ここでの「良いリーダー」とは部下から好かれて居心地よく仕事をするリーダーで なく、チームの力を高め成果を出すリーダ である。周囲への配慮を忘れないとも管理職としての基礎的 人間力であるとしがらも、そのために「すべての人から い人と思われるのは不可能」 、 「いい子」 脱却する強さがリーダーとして必要 素質であることが再度説かれている。　
第
3章では管理職の重要な仕事の一つである
「部下を育てること」への実践的なアドバイスが続く。普遍的なヒントだけでなく、今の時代 世代間に沿った有益 も多く含まれてい 。　
第
4章は、 「女性社員はこんな男性上司を求め
ている」と題し、今後職場では女性 増加していくことを考えると、男性にとっても実践的なアドバイスが多く記され、読みごたえのあ 内容にっている。　
以下に全体として個人的な感想を述べさせてい
ただくと、拝読後にまず頭に浮かんだのは二〇一
